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○学校法人愛知淑徳学園寄附行為  

第 １ 章  総 則  

（ 名称 ）  

第 １ 条  こ の 法 人は 、 学校 法 人 愛 知 淑徳 学 園と 称 す る 。  

（ 事務 所 ）  

第 ２ 条  こ の 法 人は 、 事務 所 を 愛 知 県名 古 屋市 千 種 区 桜 が丘 ２ ３番 地 に 置 く 。  

 

第 ２ 章  目 的 及 び設 置 する 学 校  

（ 目的 ）  

第 ３ 条  こ の 法 人は 、教 育 基 本法 及 び 学 校 教育 法 に 従 い、 学 校 教育 を 行 う こ とを 目 的

と する 。  

（ 設置 す る 学 校 ）  

第 ４ 条  こ の 法 人は 、前 条 に 規定 す る 目 的 を達 成 す る た め、 次 に掲 げ る 学 校 を設 置 す

る 。  

（ １） 愛 知 淑 徳大 学  大学 院  文 化 創造 研 究科 、 教 育 学研 究 科 、心 理 医 療 科学 研 究

科 、 健 康 栄 養科 学 研 究 科 、 グ ロ ーバ ル カ ル チ ャ ー ・

コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 研 究科 、 ビ ジ ネ ス研 究 科  

文 学部  国 文 学 科、 総 合英 語 学 科 、 教育 学 科  

教 育学 部  教 育 学科  

人 間情 報 学 部  人間 情 報学 科  

心 理学 部  心 理 学科  

創 造表 現 学 部  創造 表 現学 科  

建 築学 部  建 築 学科  

健 康 医 療 科 学 部  医 療 貢 献 学 科 、 ス ポ ー ツ ・ 健 康 医 科 学 科 、

健 康栄 養 学 科  

食 健康 科 学 部  健康 栄 養学 科 、 食 創 造科 学 科  

福 祉貢 献 学 部  福祉 貢 献学 科  

交 流文 化 学 部  交流 文 化学 科  

ビ ジネ ス 学 部  ビジ ネ ス学 科  
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グ ロー バ ル ・ コ ミュ ニ ケー シ ョ ン 学 部  グ ロー バ ル ・ コ ミュ

ニ ケー シ ョ ン 学 科  

（ ２） 愛 知 淑 徳 高等 学 校   全 日 制 課程  普通 科  

（ ３） 愛 知 淑 徳 中学 校  

（ 学園 長 ）  

第 ４ 条 の ２  こ の 法 人 が設 置 す る 学 校の 教 学を 統 括 す る ため 、 学園 長 を 置 く 。  

２  学 園 長 は 、 理事 会 で選 任 す る 。  

 

第 ３ 章  機 関 の 設置  

（ 役員 、 評 議 員 及び 会 計監 査 人 の 設 置）  

第 ５ 条  こ の 法 人に 、 次の 役 員 を 置 く。  

（ １） 理 事  ６ 名以 上 ８名 以 内  

（ ２） 監 事  ２ 名  

２  こ の 法 人 に 、評 議 員９ 名 以 上 １ ２名 以 内を 置 く 。  

３  こ の 法 人 に 、会 計 監査 人 １ 名 を 置く 。  

（ 理事 選 任 機 関 ）  

第 ６ 条  こ の 法 人の 理 事選 任 機 関 は 、評 議 員会 と す る 。  

２  理 事 選 任 機 関の 構 成員 は 、 全 て の評 議 員と す る 。  

３  監 事 は 、 理 事選 任 機関 に 対 し 必 要な 報 告を 行 お う と する と きは 、 理 事 長 に対 し 、

理 事選 任 機 関 の 招集 を 請求 す る こ と がで き る。 こ の 場 合 にお い て、 理 事 長 は 、理 事

選 任機 関 を 招 集 しな け れば な ら な い 。  

 

第 ４ 章  理 事 会 及び 理 事  

第 １ 節  理 事 の 選任 及 び解 任 等  

（ 理事 の 選 任 ）  

第 ７ 条  理 事 は 、次 の 各号 に 掲 げ る 者と す る。  

（ １ ）大学 学 長 、中 学・高 等 学校 校 長 の う ち か ら評 議 員 会 に おい て 選任 し た 者   ２

名  

（ ２） 前 号 に 掲げ る も のの ほ か 、 評議 員 会 にお い て 選 任 した 者   ４ 名 以 上 ６名 以

内  

２  前 項 第 １ 号 に定 め る理 事 は 、 そ の職 を 退い た と き は 理事 の 職を 失 う も の とす る 。  
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３  第 １ 項 の 候 補者 の 選定 は 、 理 事 会が 行 う。  

（ 理事 の 資 格 及 び構 成 ）  

第 ８ 条  理 事 の 選任 に 当た っ て は 、私 立 学 校法 第 ３ １ 条 に規 定 する 資 格 及 び 構成 に 関

す る要 件 を 遵 守 しな け れば な ら な い 。  

（ 理事 の 任 期 ）  

第 ９ 条  理 事 の 任期 は 、選任 後 ４ 年 以 内 に 終了 す る 会 計 年度 の うち 最 終 の も のに 関 す

る 定時 評 議 員 会 の終 結 の時 ま で と す る。 た だし 、 任 期 の 満了 前 に退 任 し た 理 事の 補

欠 とし て 選 任 さ れた 理 事の 任 期 は 、 前任 者 の残 任 期 間 と する こ とが で き る 。  

２  理 事 は 、 再 任さ れ るこ と が で き る。  

（ 理事 の 解 任 及 び退 任 ）  

第 １ ０ 条  理 事 が 次 の 各号 の い ず れ かに 該 当す る と き は、当 該 理事 を 選 任 し た理 事 選

任 機関 の 決 議 に よっ て 解任 す る こ と がで き る。  

（ １） 職 務 上 の 義務 に 違反 し 、 又 は 職務 を 怠っ た と き  

（ ２） 心 身 の 故 障の た め、 職 務 の 執 行に 支 障が あ り 、 又 はこ れ に堪 え な い と き  

（ ３） 理 事 と し てふ さ わし く な い 非 行が あ った と き  

２  理 事 が 前 項 各号 の いず れ か に 該 当し 、 理事 の 職 務 の 執行 に 関し 不 正 の 行 為又 は 法

令 若し く は こ の 寄附 行 為に 違 反 す る 重大 な 事実 が あ っ た にも か かわ ら ず 、 当 該理 事

の 解任 を 求 め る 旨の 議 案が 評 議 員 会 にお い て否 決 さ れ た とき は 、評 議 員 は 、 当該 議

案 が否 決 さ れ た 日か ら ３０ 日 以 内 に 、訴 え をも っ て 当 該 理事 の 解任 を 請 求 す るこ と

が でき る 。  

３  理 事 は 次 の 事由 に よっ て 退 任 す る。  

（ １） 任 期 の 満 了  

（ ２） 辞 任  

（ ３） 死 亡  

（ 理事 に 欠 員 を 生じ た 場合 の 措 置 ）  

第 １ １ 条  理 事 は 、第 ５条 に 定 め る 定数 を 下回 る こ と と なっ た とき は 、任 期 の 満 了 又

は 辞任 に よ り 退 任し た 後も 、 後 任 の 理事 が 選任 さ れ る ま では 、 なお 理 事 と し ての 権

利 義務 を 有 す る 。  

２  理 事 の う ち 、そ の 定数 の ５ 分 の １を 超 える も の が 欠 けた と きは 、 １ 月 以 内に 補 充

し なけ れ ば な ら ない 。  
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第 ２ 節  理 事 会 及び 理 事の 職 務 等  

（ 理事 会 の 構 成 ）  

第 １ ２ 条  理 事 会 は 、 全て の 理 事 で 組織 す る。  

（ 理事 会 の 権 限 ）  

第 １ ３ 条  理 事 会 は 、 この 法 人 の 業 務を 決 し、 理 事 の 職 務の 執 行を 監 督 す る 。  

（ 理事 の 職 務 ）  

第 １ ４ 条  理 事 は 、 理 事 会 を 構 成 し 、 法 令 及 び こ の 寄 附 行 為 で 定 め る と こ ろ に よ り 、

職 務を 執 行 す る 。  

２  理 事 の う ち １名 を 理事 長 と し 、 理事 会 の決 議 に よ っ て選 定 する 。 理 事 長 を解 職 す

る とき も 、 同 様 とす る 。  

３  理 事（ 理事 長 を 除 く 。）の う ち ２名 以 上 ３ 名以 内 を 常 任 理事 と し、理 事 会の 決 議 に

よ って 選 定 す る 。常 任 理事 を 解 職 す ると き も、 同 様 と す る。  

４  常 任 理 事 を もっ て 私立 学 校 法 第 ３７ 条 第４ 項 の 業 務 執行 理 事と す る 。  

５  理 事 長 は 、 この 法 人を 代 表 し 、 その 業 務を 総 理 す る 。  

６  常 任 理 事 は 、理 事 会の 定 め る と ころ に より 、 理 事 長 を補 佐 して こ の 法 人 の業 務 を

掌 理す る 。  

７  理 事 長 に 事 故が あ ると き は 、 あ らか じ め理 事 会 に お いて 定 めた 順 位 に 従 い、 常 任

理 事が そ の 職 務 （理 事 長に 事 故 が あ ると き に当 該 職 務 を 行う 者 が別 に 定 め ら れて い

る 職務 を 除 く 。）を 行 う 。  

（ 代表 権 の 制 限 ）  

第 １ ５ 条  理 事 長 以 外 の 理 事 は 、 こ の 法 人 の 業 務 に つ い て 、 こ の 法 人 を 代 表 し な い 。 

（ 理事 の 報 告 義 務）  

第 １ ６ 条  理 事 長 及 び 常任 理 事 は 、３ 月 に １回 以 上 、自 己 の 職 務の 執 行 の 状 況を 理 事

会 に報 告 し な け れば な らな い 。  

第 ３ 節  理 事 会 の運 営  

（ 招集 ）  

第 １ ７ 条  理 事 会 は 、 理事 長 が 招 集 する 。  

２  理 事 長 が 欠 けた と き又 は 理 事 長 に事 故 があ る と き は 、各理 事 が理 事 会 を 招 集す る 。 

３  理 事 長 以 外 の理 事 は、 理 事 長 に 対し 、 会議 の 目 的 で ある 事 項を 示 し て 、 理事 会 の

招 集を 請 求 す る こと が でき る 。  

４  理 事 長 が 、 前項 の 請求 の あ っ た 日か ら ５日 以 内 に 、 その 請 求の 日 か ら ２ 週間 以 内
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の 日を 理 事 会 の 日と す る理 事 会 の 招 集の 通 知を 発 し な い 場合 に は、 招 集 を 請 求し た

理 事は 理 事 会 を 招集 す るこ と が で き る。  

５  理 事 会 を 招 集す る には 、 各 理 事 及び 各 監事 に 対 し て 、会 議 の日 時 及 び 場 所並 び に

会 議の 目 的 で あ る事 項 を書 面 又 は 電 磁的 方 法に よ り 通 知 しな け れば な ら な い 。  

６  前 項 の 通 知 は、 会 議の １ 週 間 前 まで に 発し な け れ ば なら な い。 た だ し 、 緊急 を 要

す る場 合 は こ の 限り で はな い 。  

７  前 ２ 項 の 規 定に か かわ ら ず 、理 事 会は 、理 事及 び 監 事 の 全員 の 同意 が あ る と きは 、

招 集の 手 続 を 経 るこ と なく 開 催 す る こと が でき る 。  

（ 運営 ）  

第 １ ８ 条  理 事 会 に 議 長を 置 き 、 理 事長 を もっ て 充 て る 。  

２  前 条 第 ２ 項 及び 第 ４項 並 び に 第 ２８ 条 第２ 項 の 規 定 に基 づ き理 事 会 を 招 集し た 場

合 にお け る 理 事 会の 議 長は 、 出 席 理 事の 互 選に よ っ て 定 める 。  

（ 決議 ）  

第 １ ９ 条  理 事 会 の 決 議は 、法 令 及び こ の 寄附 行 為 に 別 段の 定 めが あ る 場 合 を除 く ほ

か 、決 議 に つ い て特 別 の利 害 関 係 を 有す る 理事 を 除 く 理 事の 過 半数 が 出 席 し 、そ の

過 半数 を も っ て 行う 。  

２  前 項 の 規 定 にか か わら ず 、 次 の 決議 は 、議 決 に 加 わ るこ と がで き る 理 事 の数 の ３

分 の２ 以 上 に 当 たる 多 数を も っ て 行 わな け れば な ら な い 。  

（ １） こ の 寄 附 行為 の 変更  

（ ２） 予 算 及 び 事業 計 画並 び に 事 業 に関 す る中 期 的 な 計 画の 作 成又 は 変 更  

（ ３） 基 本 財 産 の処 分  

（ ４）借 入 金（ 当 該会 計 年度 内 の 収 入 をも っ て償 還 す る 一 時の 借 入金 を 除 く 。）そ の

他 予算 外 の 新 た な義 務 の負 担 又 は 権 利の 放 棄  

（ ５） 残 余 財 産 の帰 属 者の 決 定  

３  前 ２ 項 の 規 定に か かわ ら ず 、 次 の決 議 は、 理 事 の 総 数の ３ 分の ２ 以 上 に 当た る 多

数 をも っ て 行 わ なけ れ ばな ら な い 。  

（ １） 私 立 学 校 法第 １ ０９ 条 第 １ 項 第１ 号 に定 め る 事 由 によ る 解散  

（ ２） こ の 法 人 の合 併  

４  理 事 は 、 書 面又 は 電磁 的 方 法 に より 理 事会 の 議 決 に 加わ る こと が で き る 。  

（ 業務 の 決 定 の 委任 ）  

第 ２ ０ 条  法 令 及 び こ の 寄 附 行 為 の 規 定 に よ り 理 事 会 に お い て 決 定 し な け れ ば な ら

な い事 項 以 外 の 決定 で あっ て 、 あ ら かじ め 理事 会 に お い て定 め たも の に つ い ては 、
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理 事会 に お い て 指名 し た理 事 に 委 任 する こ とが で き る 。  

（ 議事 録 ）  

第 ２ １ 条  理 事 会 の 議 事に つ い て は 、法 令 で定 め る と こ ろに よ り 、議 事録 を 作 成 し な

け れば な ら な い 。  

２  議 事 録 に は 、議 長 、出 席 し た 理 事の う ちか ら 互 選 さ れた 理 事２ 名 以 上 及 び出 席 し

た 監事 が 署 名 （ 電磁 的 記録 に よ り 作 成さ れ る議 事 録 に あ って は 、電 子 署 名 。 第４ ７

条 第２ 項 に お い て同 じ 。）又 は 記 名押 印 し 、理 事 会 の 日 から １ ０ 年 間、こ れ を 事務 所

に 備え て 置 か な けれ ば なら な い 。  

（ 常任 理 事 ・ 常 任理 事 会）  

第 ２ １ 条 の ２  理事 長 及 び常 任 理 事 は 、常 任 理事 会 を 構 成 し ､理 事 会の 委 任 を 受 けて こ

の 法人 の 経 常 的 業務 を 執行 す る 。  

２  常 任 理 事 会 は、 理 事長 が 招 集 し 、そ の 運営 に つ い て は、 理 事会 に 関 す る 規定 を 準

用 する 。  

３  常 任 理 事 会 に お い て 議 決 し た 事 項 の 要 旨 は 、 次 の 理 事 会 の 会 議 に お い て ､理 事 長

が 報告 し 承 認 を 得る も のと す る 。  

 

第 ５ 章  監 事  

第 １ 節  監 事 の 選任 及 び解 任 等  

（ 監事 の 選 任 ）  

第 ２ ２ 条  監 事 は 、 評 議員 会 の 決 議 によ っ て選 任 す る 。  

２  前 項 の 選 任 に当 た って は 、 監 事 の独 立 性を 確 保 し 、 かつ 、 利益 相 反 を 適 切に 防 止

す るこ と が で き る者 を 選任 す る も の とす る 。  

３  評 議 員 会 は 、監 事 の総 数 が ２ 名 を下 回 るこ と と な る とき に 備え て 、 補 欠 の監 事 を

選 任す る こ と が でき る 。  

（ 監事 の 資 格 ）  

第 ２ ３ 条  監 事 の 選 任 に当 た っ て は、私 立 学校 法 第 ３ １ 条第 ３ 項及 び 第 ６ 項 並び に 第

４ ６条 に 規 定 す る資 格 に関 す る 要 件 を遵 守 しな け れ ば な らな い 。  

（ 監事 の 任 期 ）  

第 ２ ４ 条  監 事 の 任 期 は、選 任 後 ４年 以 内 に終 了 す る 会 計年 度 のう ち 最 終 の もの に 関

す る定 時 評 議 員 会の 終 結の 時 ま で と する 。 ただ し 、 任 期 の満 了 前に 退 任 し た 監事 の

補 欠と し て 選 任 され た 監事 の 任 期 は 、前 任 者の 残 任 期 間 とす る こと が で き る 。  
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２  監 事 は 、 再 任さ れ るこ と が で き る。  

（ 監事 の 解 任 及 び退 任 ）  

第 ２ ５ 条  監 事 が 次 の 各号 の い ず れ かに 該 当す る と き は、評 議 員会 の 決 議 に よっ て 解

任 する こ と が で きる 。  

（ １） 職 務 上 の 義務 に 違反 し 、 又 は 職務 を 怠っ た と き  

（ ２） 心 身 の 故 障の た め、 職 務 の 執 行に 支 障が あ り 、 又 はこ れ に堪 え な い と き  

（ ３） 監 事 と し てふ さ わし く な い 非 行が あ った と き  

２  監 事 の 職 務 の執 行 に関 し 不 正 の 行為 又 は法 令 若 し く はこ の 寄附 行 為 に 違 反す る 重

大 な事 実 が あ っ たに も かか わ ら ず 、 当該 監 事を 解 任 す る 旨の 議 案が 評 議 員 会 にお い

て 否決 さ れ た と きは 、 評議 員 は 、 当 該評 議 員会 の 日 か ら ３０ 日 以内 に 、 訴 え をも っ

て 当該 監 事 の 解 任を 請 求す る こ と が でき る 。  

３  監 事 は 次 の 事由 に よっ て 退 任 す る。  

（ １） 任 期 の 満 了  

（ ２） 辞 任  

（ ３） 死 亡  

（ 監事 の 選 任 若 しく は 解任 又 は 辞 任 に関 す る手 続 ）  

第 ２ ６ 条  理 事 は 、監 事の 選 任 に 関 する 議 案を 評 議 員 会 に提 出 する に は 、監 事 の 過 半

数 の同 意 を 得 な けれ ば なら な い 。  

２  監 事 は 、 理 事に 対 し、 監 事 の 選 任を 評 議員 会 の 会 議 の目 的 とす る こ と 又 は監 事 の

選 任に 関 す る 議 案を 評 議員 会 に 提 出 する こ とを 請 求 す る こと が でき る 。  

３  監 事 は 、 評 議員 会 にお い て 、 監 事の 選 任若 し く は 解 任又 は 辞任 に つ い て 意見 を 述

べ るこ と が で き る。  

４  監 事 を 辞 任 した 者 は、 辞 任 後 最 初に 招 集さ れ る 評 議 員会 に 出席 し て 、 辞 任し た 旨

及 びそ の 理 由 を 述べ る こと が で き る 。  

５  理 事 は 、 前 項の 者 に対 し 、 同 項 の評 議 員会 を 招 集 す る旨 並 びに そ の 日 時 及び 場 所

を 通知 し な け れ ばな ら ない 。  

（ 監事 に 欠 員 を 生じ た 場合 の 措 置 ）  

第 ２ ７ 条  監 事 は 、第 ５条 に 定 め る 定数 を 下回 る こ と と なっ た とき は 、任 期 の 満 了 又

は 辞任 に よ り 退 任し た 後も 、 後 任 の 監事 が 選任 さ れ る ま では 、 なお 、 監 事 と して の

権 利義 務 を 有 す る。  

２  監 事 の う ち 、そ の 定数 の ２ 分 の １を こ える も の が 欠 けた と きは 、 １ 月 以 内に 補 充

し なけ れ ば な ら ない 。  
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第 ２ 節  監 事 の 職務 等  

（ 監事 の 職 務 ）  

第 ２ ８ 条  監 事 は 、 次 の各 号 に 掲 げ る職 務 を行 う 。  

（ １） こ の 法 人の 業 務 及び 財 産 の 状 況並 び に理 事 の 職 務 の執 行 の状 況 を 監 査 する こ

と  

（ ２） こ の 法 人の 業 務 及び 財 産 の 状 況並 び に理 事 の 職 務 の執 行 の状 況 に つ い て、 毎

会 計年 度 、 監 査 報告 を 作成 し 、 当 該 会計 年 度終 了 後 ３ 月 以内 に 理事 会 及 び 評

議 員会 に 提 出 す るこ と  

（ ３） 理 事 会 及 び評 議 員会 に 出 席 し て意 見 を述 べ る こ と  

（ ４） こ の 法 人の 業 務 若し く は 財 産 又は 理 事の 職 務 の 執 行の 状 況に 関 し 不 正 の行 為

又 は法 令 若 し く は寄 附 行為 に 違 反 す る重 大 な事 実 が あ る こと を 発見 し た と き

又 は不 正 の 行 為 がな さ れ、 若 し く は 法令 若 しく は 寄 附 行 為の 重 大な 違 反 が 生

ず るお そ れ が あ ると 認 める と き は 、 これ を 理事 会 及 び 評 議員 会 並び に 文 部 科

学 大臣 （ 当 該 報 告が 理 事の 業 務 の 執 行に 関 する も の で あ ると き は、 理 事 選 任

機 関を 含 む 。） に報 告 す るこ と  

（ ５） 前 号 の 報告 を す るた め に 必 要 があ る とき は 、 理 事長 に 対 して 理 事 会 及 び評 議

員 会又 は 理 事 選 任機 関 の招 集 を 請 求 する こ と  

（ ６） 前 各 号 に掲 げ る もの の ほ か 、法 令 又 はこ の 寄 附 行 為に よ り監 事 が 行 う こと と

さ れた 職 務   

２  前 項 第 ５ 号 の請 求 があ っ た 日 か ら５ 日 以内 に 、 そ の 請求 が あっ た 日 か ら ２週 間 以

内 の日 を 理 事 会 又は 評 議員 会 の 日 と する 理 事会 又 は 評 議 員会 の 招集 の 通 知 が 発せ ら

れ ない 場 合 に は 、そ の 請求 を し た 監 事は 、 理事 会 又 は 評 議員 会 を招 集 す る こ とが で

き る。 理 事 選 任 機関 の 招集 を 請 求 し た場 合 も、 同 様 と す る。  

（ 常勤 監 事 の 選 定及 び 解職 ）  

第 ２ ９ 条  監 事 の う ち １ 名 を 常 勤 監 事 と し 、 監 事 の 過 半 数 の 合 意 を も っ て 選 定 す る 。

常 勤監 事 を 解 職 する と きも 、 同 様 と する 。  

（ 調査 権 限 等 ）  

第 ３ ０ 条  監 事 は、 い つで も 、 理事 及 び 職 員に 対 し て 事 業の 報 告を 求 め 、又 は こ の 法

人 の業 務 及 び 財 産の 状 況の 調 査 を す るこ と がで き る 。  

２  監 事 は 、 そ の職 務 を行 う た め 必 要が あ ると き は 、 こ の法 人 の子 法 人 に 対 して 事 業

の 報告 を 求 め 、 又は そ の子 法 人 の 業 務及 び 財産 の 状 況 の 調査 を する こ と が で きる 。  

３  監 事 は 、 そ の職 務 を行 う た め 必 要が あ ると き は 、 会 計監 査 人に 対 し て そ の監 査 に
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関 する 報 告 を 求 める こ とが で き る 。  

４  監 事 は 、 理 事が 評 議員 会 に 提 出 しよ う とす る 議 案 、 書類 そ の他 私 立 学 校 法施 行 規

則 で定 め る も の を調 査 しな け れ ば な らな い 。こ の 場 合 に おい て 、法 令 若 し く はこ の

寄 附行 為 に 違 反 し、 又 は著 し く 不 当 な事 項 があ る と 認 め ると き は、 そ の 調 査 の結 果

を 評議 員 会 に 報 告し な けれ ば な ら な い。  

（ 理事 の 行 為 の 差止 め ）  

第 ３ １ 条  監 事 は 、理 事が こ の 法 人 の目 的 の範 囲 外 の 行 為そ の 他法 令 若 し く はこ の 寄

附 行為 に 違 反 す る行 為 をし 、 又 は こ れら の 行為 を す る お それ が ある 場 合 に お いて 、

当 該理 事 の 行 為 によ っ てこ の 法 人 に 著し い 損害 が 生 ず る おそ れ があ る と き は 、当 該

理 事に 対 し 、 当 該行 為 をや め る こ と を請 求 する こ と が で きる 。  

 

第 ６ 章  評 議 員 会及 び 評議 員  

第 １ 節  評 議 員 の選 任 及び 解 任 等  

（ 評議 員 の 選 任 ）  

第 ３ ２ 条  評 議 員 は 、 次の 各 号 に 掲 げる 者 とす る 。  

（ １） こ の 法 人 の職 員 で理 事 会 に お いて 選 任し た 者   ２名  

（ ２ ） こ の 法 人 の 設 置 す る 学 校 を 卒 業 し た 者 で 年 齢 ２ ５ 年 以 上 の も の の う ち か ら 、

理 事会 に お い て 選任 し た者   ２ 名  

（ ３） 学 識 経 験者 の う ちか ら 評 議 員 の過 半 数に お い て 選 任し た 者   ５ 名 以 上８ 名

以 内  

２  前 項 第 １ 号 に定 め る評 議 員 は 、 この 法 人の 職 員 の 地 位を 退 いた と き は 評 議員 の 職

を 失う も の と す る。  

３  第 １ 項 第 １ 号に 定 める 評 議 員 は 、そ の 職を 退 い た 場 合で あ って も 、 退 任 以後 最 初

に 招集 さ れ る 定 時評 議 員会 の 終 結 の 時ま で は、 な お 評 議 員の 職 を失 わ な い も のと す

る 。  

４  評 議 員 の 選 任は 、 評議 員 の 年 齢 、性 別 、職 業 等 に 著 しい 偏 りが 生 じ な い よう 配 慮

し て行 う も の と する 。  

（ 評議 員 の 資 格 ）  

第 ３ ３ 条  評 議 員 の 選 任に 当 た っ て は 、私 立学 校 法 第 ３ １条 第 ３項 及 び 第 ６ 項 、第 ４

６ 条第 ２ 項 及 び 第３ 項 並び に 第 ６ ２ 条に 規 定す る 資 格 及 び構 成 に関 す る 要 件 を遵 守

し なけ れ ば な ら ない 。  
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（ 評議 員 の 任 期 ）  

第 ３ ４ 条  評 議 員 の 任 期は 、選 任 後４ 年 以 内に 終 了 す る 会計 年 度の う ち 最 終 のも の に

関 する 定 時 評 議 員会 の 終結 の 時 ま で とす る 。た だ し 、 任 期の 満 了前 に 退 任 し た評 議

員 の補 欠 と し て 選任 さ れた 評 議 員 の 任期 は 、前 任者 の 残 任 期間 と する こ と が で きる 。 

２  評 議 員 は 、 再任 さ れる こ と が で きる 。  

（ 評議 員 の 解 任 及び 退 任）  

第 ３ ５ 条  評 議 員 が 次 の各 号 の い ず れか に 該当 す る と き は、当 該評 議 員 を 選 任し た も

の の決 議 に よ っ て解 任 する こ と が で きる 。  

（ １） 職 務 上 の 義務 に 違反 し 、 又 は 職務 を 怠っ た と き  

（ ２） 心 身 の 故 障の た め、 職 務 の 執 行に 支 障が あ り 、 又 はこ れ に堪 え な い と き  

（ ３） 評 議 員 と して ふ さわ し く な い 非行 が あっ た と き  

２  評 議 員 は 次 の事 由 によ っ て 退 任 する 。  

（ １） 任 期 の 満 了  

（ ２） 辞 任  

（ ３） 死 亡  

３  評 議 員 は 、 第５ 条 に定 め る 定 数 を下 回 るこ と と な っ たと き は、 任 期 の 満 了又 は 辞

任 によ り 退 任 し た後 も 、後 任 の 評 議 員が 選 任さ れ る ま で は、 な お、 評 議 員 と して の

権 利義 務 を 有 す る。  

第 ２ 節  評 議 員 会及 び 評議 員 の 職 務 等  

（ 評議 員 会 の 構 成）  

第 ３ ６ 条  評 議 員 会 は 、全 て の 評 議 員で 組 織す る 。  

（ 評議 員 会 の 職 務等 ）  

第 ３ ７ 条  評 議 員 会 は、こ の 法 人 の業 務 若 しく は 財 産 の 状況 又 は役 員 の 業 務 執行 の 状

況 につ い て 、 役 員に 対 して 意 見 を 述 べ、 若 しく は そ の 諮 問に 答 え、 又 は 役 員 から 報

告 を徴 す る こ と がで き る。  

２  理 事 会 は 、 次の 各 号に 掲 げ る 事 項に つ いて の 決 定 を する と きは 、 あ ら か じめ 評 議

員 会の 意 見 を 聴 かな け れば な ら な い 。  

（ １） 重 要 な 資 産の 処 分又 は 譲 受 け  

（ ２） 多 額 の 借 財  

（ ３） 予 算 及 び 事業 計 画並 び に 事 業 に関 す る中 期 的 な 計 画の 作 成又 は 変 更  

（ ４） 役 員 及 び評 議 員 に対 す る 報 酬 等（ 報 酬、 賞 与 そ の他 の 職 務遂 行 の 対 価 とし て

受 ける 財 産 上 の 利益 及 び退 職 手 当 を いう 。以 下同 じ 。）の 支 給 の 基 準の 策 定 又
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は 変更  

（ ５） 私 立 学 校法 第 ２ ３条 第 １ 項 第 １号 か ら第 ３ 号 ま で 及び 第 ５号 か ら 第 １ ５号 ま

で に定 め る 事 項 を除 く 寄附 行 為 の 変 更  

（ ６） 予 算 外 の 新た な 義務 の 負 担 又 は権 利 の放 棄  

（ ７） 寄 附 金 品 の募 集 に関 す る 事 項  

（ ８） そ の 他 この 法 人 の業 務 に 関 す る重 要 事項 で 理 事 会 にお い て必 要 と 認 め るも の  

３  評 議 員 会 は 、次 の 各号 に 掲 げ る 事項 に つい て 決 議 す る。  

（ １） 私 立 学 校法 第 ２ ３条 第 １ 項 第 １号 か ら第 ３ 号 ま で 及び 第 ５号 か ら 第 １ ５号 ま

で に関 す る 寄 附 行為 の 変更  

（ ２） 私 立 学 校 法第 １ ０９ 条 第 １ 項 第１ 号 に定 め る 事 由 によ る 解散  

（ ３） 合 併  

（ 理事 の 行 為 の 差止 め の求 め ）  

第 ３ ８ 条  評 議 員 会 は、理 事 が こ の法 人 の 目的 の 範 囲 外 の行 為 その 他 法 令 若 しく は こ

の 寄附 行 為 に 違 反す る 行為 を し 、 又 はこ れ らの 行 為 を す るお そ れが あ る 場 合 にお い

て 、当 該 行 為 に よっ て この 法 人 に 回 復す る こと が で き な い損 害 が生 ず る お そ れが あ

る とき は 、 監 事 に対 し 、第 ３ １ 条 の 請求 を 行う こ と を 求 める こ とが で き る 。  

２  前 項 の 場 合 にお い て、 当 該 行 為 によ っ てこ の 法 人 に 回復 す るこ と が で き ない 損 害

が 生ず る お そ れ があ る にも か か わ ら ず、 評 議員 会 に お い て前 項 の請 求 を 行 う こと を

監 事に 求 め る 旨 の決 議 が否 決 さ れ た とき 、 又は 当 該 請 求 を行 う こと を 監 事 に 求め る

旨 の評 議 員 会 の 決議 が あっ た 後 遅 滞 なく 当 該請 求 そ の 他 の手 続 が行 わ れ な い とき は 、

評 議員 は 、 当 該 理事 に 対し 、 当 該 行 為を や める こ と を 請 求す る こと が で き る 。  

（ 責任 追 及 の 訴 えの 求 め）  

第 ３ ９ 条  評 議 員 会 は 、役 員 、会 計監 査 人 又は 清 算 人 が 任務 を 怠っ た こ と に よっ て こ

の 法人 に 損 害 が 生じ た 場合 に は 、 書 面又 は 電磁 的 方 法 に より 、 理事 長 （ 理 事 の責 任

を 追及 す る 場 合 には 監 事 。）に 対 し、役 員 、会 計 監 査 人 又は 清 算 人 の責 任 を 追 及 する

訴 えの 提 起 を 求 める こ とが で き る 。  

第 ３ 節  評 議 員 会の 運 営  

（ 開催 ）  

第 ４ ０ 条  評 議 員 会 は 、定 時 評議 員 会 と し て毎 年 度 ６ 月 に１ 回 開催 す る ほ か 、必 要 が

あ る場 合 に 開 催 する 。  

（ 招集 ）  

第 ４ １ 条  評 議 員 会 は 、法 令 に別 段 の 定 め があ る 場 合 を 除き 、理 事 会 の決 議 に 基 づ き
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理 事長 が 招 集 す る。  

２  評 議 員 の 総 数の １ ０分 の １ 以 上 の評 議 員は 、 共 同 し て、 理 事長 に 対 し 、 評議 員 会

の 目的 で あ る 事 項及 び 招集 の 理 由 を 示し て 、評 議 員 会 の 招集 を 請求 す る こ と がで き

る 。  

３  評 議 員 の 総 数の １ ０分 の １ 以 上 の評 議 員は 、 共 同 し て、 理 事長 に 対 し 、 一定 の 事

項 を評 議 員 会 の 会議 の 目的 と す る こ とを 請 求す る こ と が でき る 。こ の場 合 に お いて 、

そ の請 求 は 、 評 議員 会 の日 の ３ ０ 日 前ま で にし な け れ ば なら な い。  

４  評 議 員 会 を 招集 す る場 合 に は 、 理事 会 にお い て 、 次 に掲 げ る事 項 を 定 め 、評 議 員

に 対し 、書 面 又は 電 磁 的 方法（ 評 議 員の 承 諾 を 得た 場 合 に 限 る。）に より 通 知 し な け

れ ばな ら な い 。  

（ １） 会 議 の 日 時及 び 場所  

（ ２） 会 議 の 目 的で あ る事 項 が あ る とき は 、当 該 事 項  

（ ３） 会 議 の 目的 で あ る事 項 に 係 る 議案 （ 当該 目 的 で ある 事 項 が議 案 と な る もの を

除 く 。）に つ いて 、議 案 が確 定 し て い ると き はそ の 概 要 、議 案 が 確 定し て い な

い とき は そ の 旨  

（ ４） 私 立 学 校 法施 行 規則 で 定 め る 事項  

５  前 項 の 通 知 は、 会 議の １ 週 間 前 まで に 発し な け れ ば なら な い。  

（ 評議 員 に よ る 招集 ）  

第 ４ ２ 条  前 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 請 求 が あ っ た 日 か ら ３ ０ 日 以 内 の 日 を 評 議 員 会

の 日と す る 評 議 員会 の 招集 の 通 知 が 発せ ら れな い 場 合 に は、 同 項の 規 定 に よ る請 求

を した 評 議 員 は 、共 同 して 、 文 部 科 学大 臣 の許 可 を 得 て 、評 議 員会 を 招 集 す るこ と

が でき る 。  

２  前項 の 評 議 員は 、そ の全 員 の 協 議 によ り、前 条 第 ４項 各 号 に 掲 げる 事 項 を 定 め、他

の 評議 員 に 対 し、書 面 又 は電 磁 的 方 法（ 他 の 評 議員 の 承 諾 を 得た 場 合に 限 る 。）に よ

り 通知 し な け れ ばな ら ない 。  

３  前項 の 通 知 は、 会 議 の１ 週 間 前 ま でに 発 しな け れ ば な らな い 。  

（ 監事 に よ る 招 集）  

第 ４ ３ 条  第 ２ ８ 条 第 ２項 の 規 定 に より 監 事が 評 議 員 会 を招 集 する 場 合 に は、監 事 は

第 ４１ 条 第 ４ 項 第１ 号 、第 ２ 号 及 び 第４ 号 に掲 げ る 事 項 を定 め 、評 議 員 に 対 し、 書

面 又は 電 磁 的 方 法（評 議 員の 承 諾 を 得 た場 合 に限 る 。）に よ り通 知 しな け れ ば な らな

い 。  

２  前項 の 通 知 は、 会 議 の１ 週 間 前 ま でに 発 しな け れ ば な らな い 。  
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（ 招集 手 続 の 省 略）  

第 ４ ４ 条  前 ３ 条 の 規 定に か か わ ら ず 、評 議員 会 は 、評 議 員 の 全員 の 合 意 が ある と き

は 、招 集 の 手 続 を経 る こと な く 開 催 する こ とが で き る 。  

（ 運営 ）  

第 ４ ５ 条  評 議 員 会 に 議長 を 置 き 、 評議 員 の互 選 に よ っ て定 め る。  

（ 決議 ）  

第 ４ ６ 条  評 議 員 会 の 決議 は 、決 議に つ い て特 別 の 利 害 関係 を 有す る 評 議 員 を除 く 評

議 員の 過 半 数 が 出席 し 、そ の 過 半 数 をも っ て行 う 。  

２  前 項 の 規 定 にか か わら ず 、 次 の 決議 は 、議 決 に 加 わ るこ と がで き る 評 議 員の 数 の

３ 分の ２ 以 上 に 当た る 多数 を も っ て 行わ な けれ ば な ら な い。  

（ １） 監 事 の 解 任  

（ ２） 私 立 学 校 法第 ９ ２条 第 １ 項 に 規定 す る決 議  

３  前 ２ 項 の 規 定に か かわ ら ず 、 役 員又 は 会計 監 査 人 が 任務 を 怠っ た こ と に よっ て 生

じ た損 害 に つ い てこ の 法人 に 対 し 賠 償す る 責任 を 免 除 す る決 議 は、 議 決 に 加 わる こ

と がで き る 評 議 員の 全 員一 致 を も っ て行 わ なけ れ ば な ら ない 。  

４  評 議 員 は 、 書面 又 は電 磁 的 方 法 によ り 評議 員 会 の 議 決に 加 わる こ と が で きる 。  

（ 議事 録 ）  

第 ４ ７ 条  評 議 員 会 の 議事 に つ い て は 、法 令で 定 め る と ころ に より 、議 事 録 を 作 成 し

な けれ ば な ら な い。  

２  議 事 録 に は 、議 長 、出 席 し た 評 議員 の うち か ら 互 選 され た 評議 員 ２ 名 以 上及 び 出

席 した 監 事 が 署 名又 は 記名 押 印 し 、 評議 員 会の 日 か ら １ ０年 間 、こ れ を 事 務 所に 備

え て置 か な け れ ばな ら ない 。  

（ 役員 の 出 席 等 ）  

第 ４ ８ 条  理 事 長 、 常 任理 事 及 び 監 事は 、 評議 員 会 に 出 席し な けれ ば な ら な い。  

２  理 事 長 、 常 任理 事 及び 監 事 は 、 評議 員 会に お い て 、 評議 員 から 特 定 の 事 項に つ い

て 説明 を 求 め ら れた 場 合に は 、当 該 事 項に つ いて 必 要 な 説 明を し なけ れ ば な ら ない 。 

 

第 ７ 章  理 事 会 と評 議 員会 の 協 議  

（ 理事 会 及 び 評 議員 会 の協 議 ）  

第 ４ ９ 条  法 令 又 は こ の 寄 附 行 為 の 定 め る と こ ろ に よ り 理 事 会 の 決 議 及 び 評 議 員 会

の 決議 を 必 要 と する 事 項に つ い て 理 事会 と 評議 員 会 の 決 議が 異 なる 場 合 、理 事 長は 、

更 に審 議 を 尽 く すた め に、 当 該 事 項 を会 議 の目 的 で あ る 事項 と して 、 再 度 評 議員 会
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を 招集 す る こ と がで き る。  

２  全 て の 理 事 は、 前 項の 評 議 員 会 に出 席 し、 前 項 の 事 項に 関 し改 め て 必 要 な説 明 を

行 うも の と す る 。  

３  評 議 員 会 は 、前 項 の理 事 の 説 明 を十 分 に尊 重 し て 、 再度 決 議を 行 わ な け れば な ら

な い。  

 

第 ８ 章  会 計 監 査人  

第 １ 節  会 計 監 査人 の 選任 及 び 解 任 等  

（ 会計 監 査 人 の 選任 ）  

第 ５ ０ 条  会 計 監 査 人 は、 評 議 員 会 の決 議 によ っ て 選 任 する 。  

（ 会計 監 査 人 の 任期 ）  

第 ５ １ 条  会 計 監 査 人 の任 期 は 、選任 後 １ 年以 内 に 終 了 する 会 計年 度 の う ち 最終 の も

の に関 す る 定 時 評議 員 会の 終 結 の 時 まで と する 。 た だ し 、そ の 定時 評 議 員 会 にお い

て 別段 の 決 議 が され な かっ た と き は 、再 任 され た も の と みな す 。  

（ 会計 監 査 人 の 解任 ）  

第 ５ ２ 条  会 計 監 査 人 が次 の 各 号 の いず れ かに 該 当 す る とき は、評 議 員 会 の決 議 に よ

っ て解 任 す る こ とが で きる 。  

（ １） 職 務 上 の 義務 に 違反 し 、 又 は 職務 を 怠っ た と き  

（ ２） 会 計 監 査 人と し てふ さ わ し く ない 非 行が あ っ た と き  

（ ３） 心 身 の 故 障の た め、 職 務 の 執 行に 支 障が あ り 、 又 はこ れ に堪 え な い と き  

２  監 事 は 、 会 計監 査 人が 、 前 項 各 号の い ずれ か に 該 当 する と 認め る と き で あっ て 、

評 議員 会 の 招 集 を待 つ いと ま が な い とき そ の他 緊 急 を 要 する と きは 、 監 事 全 員の 合

意 によ り 、 会 計 監査 人 を解 任 す る こ とが で きる 。 こ の 場 合、 監 事の 互 選 に よ って 定

め た監 事 は 、 会 計監 査 人を 解 任 し た 旨及 び 解任 の 理 由 を 、解 任 後最 初 に 招 集 され る

評 議員 会 に 報 告 しな け れば な ら な い 。  

（ 会計 監 査 人 の 選任 及 び解 任 等 に 関 する 手 続）  

第 ５ ３ 条  評 議 員 会 に 理 事 が 提 出 す る 会 計 監 査 人 の 選 任 及 び 解 任 並 び に 会 計 監 査 人

を 再任 し な い こ とに 関 する 議 案 の 内 容は 、 監事 が 決 定 す る。  

２  前 項 の 規 定 によ る 議案 の 内 容 の 決定 は 、監 事 の 過 半 数の 合 意に よ っ て 行 わな け れ

ば なら な い 。  

３  会 計 監 査 人 は、 会 計監 査 人 の 選 任、 解 任若 し く は 不 再任 又 は辞 任 に つ い て、 評 議
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員 会に 出 席 し て 意見 を 述べ る こ と が でき る 。  

４  会 計 監 査 人 を辞 任 した 者 は 、 辞 任後 最 初に 招 集 さ れ る評 議 員会 に 出 席 し て、 辞 任

し た旨 及 び そ の 理由 を 述べ る こ と が でき る 。  

５  理 事 長 は 、 前項 の 者に 対 し 、 評 議員 会 を招 集 す る 旨 並び に その 日 時 及 び 場所 を 通

知 しな け れ ば な らな い 。  

（ 会計 監 査 人 に 欠員 を 生じ た 場 合 の 措置 ）  

第 ５ ４ 条  会 計 監 査 人 が欠 け た 場 合 にお い て、遅 滞 な く会 計 監 査人 が 選 任 さ れな い と

き は、 監 事 は 、 一時 会 計監 査 人 の 職 務を 行 うべ き 者 を 選 任し な けれ ば な ら な い。  

第 ２ 節  会 計 監 査人 の 職務 等  

（ 会計 監 査 人 の 職務 等 ）  

第 ５ ５ 条  会 計 監 査 人 は、 法 令 で定 め る と ころ に よ り、 こ の 法 人の 計 算 書 類（ 貸 借 対

照 表及 び 収 支 計 算書 を いう 。以 下 同 じ 。）及 びそ の 附 属 明 細書 並 びに 財 産 目 録 を監 査

し て会 計 監 査 報 告を 作 成し 、 監 事 及 び理 事 会に 提 出 す る 。  

２  会 計 監 査 人 は、 い つで も 、 次 に 掲げ る 請求 を し 、 又 は理 事 及び 職 員 に 対 し、 会 計

に 関す る 報 告 を 求め る こと が で き る 。  

（ １） 会 計 帳 簿又 は こ れに 関 す る 資 料が 書 面を も っ て 作 成さ れ てい る と き は、 当 該

書 面又 は 当 該 書 面の 写 しの 閲 覧 の 請 求  

（ ２） 前 号 の 書 面の 謄 本又 は 抄 本 の 交付 の 請求  

（ ３） 会 計 帳 簿又 は こ れに 関 す る 資 料が 電 磁的 記 録 を も って 作 成さ れ て い る とき は 、

当 該電 磁 的 記 録 に記 録 され た 事 項 を 法令 で 定め る 方 法 に より 表 示し た も の の

閲 覧の 請 求  

（ ４） 前 号 の 電磁 的 記 録に 記 録 さ れ た事 項 を電 磁 的 方 法 であ っ てこ の 法 人 の 定め た

も のに よ り 提 供 する こ との 請 求 又 は その 事 項を 記 載 し た 書面 の 交付 の 請 求  

３  会 計 監 査 人 は、 そ の職 務 を 行 う ため 必 要が あ る と き は、 こ の法 人 の 子 法 人に 対 し

て 会計 に 関 す る 報告 を 求め 、 又 は こ の法 人 若し く は そ の 子法 人 の業 務 及 び 財 産の 状

況 の調 査 を す る こと が でき る 。  

 

第 ９ 章  予 算 及 び事 業 計画 等  

（ 会計 年 度 ）  

第 ５ ６ 条  こ の 法 人 の 会計 年 度 は 、４ 月 １ 日に 始 ま り 、翌 年 ３ 月３ １ 日 に 終 わる も の

と する 。  
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（ 予算 、 事 業 計 画及 び 事業 に 関 す る 中期 的 な計 画 ）  

第 ５ ７ 条  こ の 法 人 の 予 算 及 び 事 業 計 画 は 、 毎 会 計 年 度 開 始 前 に 、 理 事 長 が 編 成 し 、

理 事会 で 決 議 し なけ れ ばな ら な い 。 これ に 変更 を 加 え よ うと す ると き も 、 同 様と す

る 。  

２  こ の 法 人 の 事業 に 関す る 中 期 的 な計 画 は、 原 則 ５ 年 以上 に おい て 理 事 会 で定 め る

期 間ご と に 、 理 事長 が 編成 し 、 理 事 会で 決 議し な け れ ば なら な い。 こ れ に 変 更を 加

え よう と す る と きも 、 同様 と す る 。  

（ 役員 及 び 評 議 員の 報 酬）  

第 ５ ８ 条  役 員 及 び 評 議員 に 対 し て、別 に 定め る 報 酬 等 の支 給 の基 準 に 従 っ て算 定 し

た 額を 報 酬 等 と して 支 給す る こ と が でき る 。  

２  会 計 監 査 人 に対 す る報 酬 等 は 、 監事 の 過半 数 の 同 意 を得 て 、理 事 会 に お いて 定 め

る 。  

（ 責任 の 免 除 ）  

第 ５ ９ 条  役 員 又 は 会 計 監 査 人 が 任 務 を 怠 っ た こ と に よ っ て 生 じ た 損 害 に つ い て こ

の 法人 に 対 し 賠 償す る 責任 は 、 職 務 を行 う につ き 善 意 で かつ 重 大な 過 失 が な く、 そ

の 原因 や 職 務 執 行状 況 など の 事 情 を 勘案 し て特 に 必 要 と 認め る 場合 に は 、 役 員又 は

会 計監 査 人 が 賠 償の 責 任を 負 う 額 か ら私 立 学校 法 第 ９ ２ 条の 規 定に 基 づ く 最 低責 任

限 度額 を 控 除 し て得 た 額を 限 度 と し て理 事 会の 決 議 に よ って 免 除す る こ と が でき る 。 

２  理 事 は 、前 項 の 規 定 に基 づ く 責 任 の免 除（ 理 事 の 責任 の 免 除 に 限る 。）に 関す る 議

案 を理 事 会 に 提 出す る には 、 各 監 事 の同 意 を得 な け れ ば なら な い。  

３  第 １ 項 の 決 議を 行 った と き は 、 理事 長 は、 遅 滞 な く 、私 立 学校 法 第 ９ ２ 条第 ２ 項

各 号に 掲 げ る 事 項及 び 責任 を 免 除 す るこ と に異 議 が あ る 場合 に は３ 月 以 内 に 当該 異

議 を述 べ る べ き 旨を 評 議員 に 通 知 し なけ れ ばな ら な い 。  

４  評 議 員 の 総 数の １ ０分 の １ 以 上 の評 議 員が 前 項 の 期 間内 に 同項 の 異 議 を 述べ た と

き は、 第 １ 項 の 規定 に 基づ く 責 任 の 免除 を して は な ら な い。  

５  第 １ 項 の 決 議が あ った 場 合 に お いて 、 当該 決 議 後 に 同項 の 役員 又 は 会 計 監査 人 に

対 し退 職 慰 労 金 その 他 の私 立 学 校 法 施行 規 則で 定 め る 財 産上 の 利益 を 与 え る とき は 、

評 議員 会 の 決 議 によ る 承認 を 受 け な けれ ば なら な い 。  

（ 責任 限 定 契 約 ）  

第 ６ ０ 条  理 事（ 理 事 長、 常 任 理事 及 び こ の法 人 の 職 員 であ る 理事 を 除 く。 以 下 こ の

条 にお い て 「 非 業務 執 行理 事 」 と い う 。）、 監事 又 は 会 計 監査 人 が任 務 を 怠 っ たこ と

に よっ て 生 じ た 損害 に つい て こ の 法 人に 対 し賠 償 す る 責 任は 、当 該非 業 務 執 行 理事 、
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監 事又 は 会 計 監 査人 が 職務 を 行 う に つき 善 意で か つ 重 大 な過 失 がな い と き は 、金 １

０ 万円 以 上 で あ らか じ め定 め た 額 と 私立 学 校法 第 ９ ２ 条 の規 定 に基 づ く 最 低 責任 限

度 額と の い ず れ か高 い 額を 限 度 と す る旨 の 契約 を 非 業 務 執行 理 事、 監 事 又 は 会計 監

査 人と 締 結 す る こと が でき る 。  

 

第 １ ０ 章  資 産 及 び 会 計  

（ 資産 ）  

第 ６ １ 条  こ の 法 人 の 資産 は 、 財 産 目録 記 載の と お り と する 。  

（ 資産 の 区 分 ）  

第 ６ ２ 条  こ の 法 人 の 資産 は 、 こ れ を分 け て基 本 財 産 及 び運 用 財産 と す る 。  

２  基 本 財 産 は 、こ の 法人 の 設 置 す る学 校 に必 要 な 施 設 及び 設 備又 は こ れ ら に要 す る

資 金と し 、 財 産 目録 中 基本 財 産 の 部 に記 載 する 財 産 及 び 将来 基 本財 産 に 編 入 され た

財 産と す る 。  

３  運 用 財 産 は 、こ の 法人 の 設 置 す る学 校 の経 営 に 必 要 な財 産 とし 、 財 産 目 録中 運 用

財 産の 部 に 記 載 する 財 産及 び 将 来 運 用財 産 に編 入 さ れ た 財産 と する 。  

４  寄 附 金 品 に つい て は、 寄 附 者 の 指定 が ある 場 合 に は 、そ の 指定 に 従 っ て 基本 財 産

又 は運 用 財 産 に 編入 す る。  

（ 基本 財 産 等 の 処分 の 制限 ）  

第 ６ ３ 条  基 本 財 産 は、 こ れ を 処分 し て は なら な い 。た だ し 、こ の 法 人 の事 業 の 遂 行

上 やむ を 得 な い 事由 が ある と き は 、 理事 会 の決 議 に よ っ て、 そ の一 部 に 限 り 処分 す

る こと が で き る 。  

（ 積立 金 の 保 管 ）  

第 ６ ４ 条  基 本 財 産 及 び運 用 財 産 中 の積 立 金は 、確 実 な 有 価 証 券を 購 入 し 、又 は 確 実

な 信託 銀 行 に 信 託し 、 又は 確 実 な 銀 行に 定 期預 金 と し 、 若し く は定 額 郵 便 貯 金と し

て 理事 長 が 保 管 する 。  

（ 経費 の 支 弁 ）  

第 ６ ５ 条  こ の 法 人 の 設置 す る 学 校 の経 営 に要 す る 費 用 は、基 本財 産 並 び に 運用 財 産

中 の不 動 産 及 び 積立 金 から 生 ず る 果 実、 授 業料 収 入 、 入 学金 収 入、 検 定 料 収 入そ の

他 の運 用 財 産 を もっ て 支弁 す る 。  

（ 会計 ）  

第 ６ ６ 条  こ の 法 人 の 会計 は 、 学 校 法人 会 計基 準 に よ り 行う 。  
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（ 予算 外 の 新 た な義 務 の負 担 又 は 権 利の 放 棄）  

第 ６ ７ 条  予 算 を も っ て定 め る も の を除 く ほか 、新 た に 義 務 の 負担 を し 、又 は 権 利 の

放 棄を し よ う と する と きは 、 理 事 会 で決 議 しな け れ ば な らな い 。借 入 金 （ 当 該会 計

年 度内 の 収 入 を もっ て 償還 す る 一 時 の借 入 金を 除 く 。） につ い て も、 同 様 と す る。  

（ 事業 報 告 及 び 決算 ）  

第 ６ ８ 条  こ の 法 人 の 事業 報 告 及 び 決算 に つい て は 、毎 会 計 年 度終 了 後 、理 事 長 が 次

の 書類 を 作 成 し 、監 事 の監 査 を 受 け 、か つ 、第 ３ 号 か ら 第５ 号 まで の 書 類 に つい て

会 計監 査 人 の 監 査を 受 けた 上 で 、 理 事会 の 承認 を 受 け な けれ ば なら な い 。  

（ １） 事 業 報 告  

（ ２） 事 業 報 告 の附 属 明細 書  

（ ３） 計 算 書 類  

（ ４） 計 算 書 類 の附 属 明細 書  

（ ５） 財 産 目 録  

２  理 事 長 は 、 前項 の 承認 を 受 け た 書類 の うち 、 第 １ 号 、第 ３ 号及 び 第 ５ 号 の書 類 の

内 容を 定 時 評 議 員会 に 報告 し 、 そ の 意見 を 聴か な け れ ば なら な い。  

（ 財産 目 録 等 の 備置 き 及び 閲 覧 等 ）  

第 ６ ９ 条  こ の 法 人 は 、毎 会 計年 度 終 了 後 ３月 以 内 に 役 員等 名 簿（ 役 員及 び 評 議 員 の

氏 名及 び 住 所 を 記載 し た名 簿 を い う 。以下 第 ３項 及 び 第 ７ ５条 第 ２号 に お い て 同じ 。）

を 作成 し な け れ ばな ら ない 。  

２  こ の 法 人 は 、前 条 第１ 項 各 号 及 び前 項 の書 類 、 監 査 報告 、 会計 監 査 報 告 、役 員 及

び 評議 員 に 対 す る報 酬 等の 支 給 の 基 準を 記 載し た 書 類 並 びに こ の寄 附 行 為 を 事務 所

に 備え て 置 き 、 請求 が あっ た 場 合 に は、 正 当な 理 由 が あ る場 合 を除 い て 、 こ れを 閲

覧 に供 し 又 は こ れら の 書類 の 謄 本 若 しく は 抄本 を 交 付 し なけ れ ばな ら な い 。  

３  前 項 の 規 定 にか か わら ず 、 こ の 法人 は 、役 員 等 名 簿 につ い て評 議 員 以 外 の者 か ら

同 項の 請 求 が あ った 場 合に は 、 役 員 等名 簿 に記 載 さ れ た 事項 中 、個 人 の 住 所 に係 る

記 載の 部 分 を 除 外し て 、同 項 の 閲 覧 をさ せ 又は 交 付 を す るこ と がで き る 。  

（ 資産 総 額 の 変 更登 記 ）  

第 ７ ０ 条  こ の 法 人 の 資産 総 額 の 変 更は 、毎 会 計 年度 末 の 現 在 によ り 、会 計 年 度 終 了

後 ３月 以 内 に 登 記し な けれ ば な ら な い。  
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第 １ １ 章  寄 附 行 為 の 変更  

（ 寄附 行 為 の 変 更）  

第 ７ １ 条  こ の 寄 附 行 為を 変 更 し よ うと す ると き は 、理事 会 の 決議 及 び 評 議 員会 の 決

議 （私 立 学 校 法 第２ ３ 条第 １ 項 第 １ 号か ら 第３ 号 ま で 及 び第 ５ 号か ら 第 １ ５ 号に 定

め る事 項 を 除 く 寄附 行 為の 変 更 に あ って は 、評議 員 会 へ の 諮問 。次 項に お い て 同 じ。）

を 得て 、 文 部 科 学大 臣 の認 可 を 受 け なけ れ ばな ら な い 。  

２  前 項 の 規 定 にか か わら ず 、 私 立 学校 法 施行 規 則 に 定 める 届 出事 項 に つ い ては 、 理

事 会の 決 議 及 び 評議 員 会の 決 議 を 得 て、 文 部科 学 大 臣 に 届け 出 なけ れ ば な ら ない 。  

 

第 １ ２ 章  解 散 及 び 合 併  

（ 解散 ）  

第 ７ ２ 条  こ の 法 人 は 、次 の 各 号 に 掲げ る 事由 に よ っ て 解散 す る。  

（ １） 理 事 会 の 決議 及 び評 議 員 会 の 決議 に よる 決 定  

（ ２） こ の 法 人 の目 的 たる 事 業 の 成 功の 不 能  

（ ３） 合 併  

（ ４） 破 産 手 続 開始 の 決定  

（ ５） 文 部 科 学 大臣 の 解散 命 令  

２  前 項 第 １ 号 又は 第 ２号 に 掲 げ る 事由 に よる 解 散 は 、 文部 科 学大 臣 の 認 可 を受 け な

け れば な ら な い 。  

（ 残余 財 産 の 帰 属者 ）  

第 ７ ３ 条  こ の 法 人 が 解散 し た 場 合（ 合 併 又は 破 産 手 続 開始 の 決定 に よ っ て 解散 し た

場 合を 除 く 。）に おけ る 残余 財 産 は 、解 散の と きに お け る 理 事会 の 決議 に よ り 選 定し

た 学校 法 人 又 は 教育 の 事業 を 行 う 公 益社 団 法人 若 し く は 公益 財 団法 人 に 帰 属 する 。  

（ 合併 ）  

第 ７ ４ 条  こ の 法 人 が 合併 し よ う と する と きは 、理 事 会の 決 議 及び 評 議 員 会 の決 議 を

得 て、 文 部 科 学 大臣 の 認可 を 受 け な けれ ば なら な い 。  

 

第 １ ３ 章  補 則  

（ 情報 の 公 表 ）  

第 ７ ５ 条  こ の 法 人 は、 次 の 各 号に 掲 げ る 場合 の 区 分 に 応じ 、遅 滞 な く、 イ ン タ ー ネ

ッ トの 利 用 に よ り、 当 該各 号 に 定 め る事 項 を公 表 し な け れば な らな い 。  
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（ １） 寄 附 行 為若 し く は寄 附 行 為 変 更の 認 可を 受 け た と き、 又 は寄 附 行 為 変 更の 届

出 をし た と き  寄附 行 為 の内 容  

（ ２） 計 算 書 類及 び 事 業報 告 書 並 び にこ れ らの 附 属 明 細 書、 監 査報 告 、 会 計監 査 報

告 、財 産 目 録 、 役員 等 名簿 並 び に 役 員及 び 評議 員 に 対 す る報 酬 等の 支 給 の 基

準 を記 載 し た 書 類を 作 成し た と き  これ ら の 書類 の 内 容  

（ 公告 の 方 法 ）  

第 ７ ６ 条  こ の 法 人 の 公 告 は 、 こ の 法 人 の ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 す る 方 法 に よ り 行 う 。 

（ 施行 細 則 ）  

第 ７ ７ 条  こ の 寄 附 行 為 の 施 行 に つ い て の 細 則 そ の 他 こ の 法 人 及 び こ の 法 人 の 設 置

す る学 校 の 管 理 及び 運 営に 関 し 必 要 な事 項 は、 理 事 会 が 定め る 。  

 

附  則  

１  こ の 法 人 の 組織 変 更当 初 の 役 員 は、 次 の通 り と す る 。  

理 事長  小 林 慶 一郎  

理  事  浜 島 一 郎  

 〃   小 林 素 三郎  

 〃   河 田 四 郎  

 〃   横 井 ゆ き  

 〃   高 取 才 助  

 〃   加 藤 繁 治  

 〃   長 屋 弘  

監  事  青 井 節 郎  

 〃   友 田 久 米治  

２  前 項 の 役 員 は、 こ の寄 附 行 為 の 認可 後 役員 が 選 任 さ れる ま で第 １ ０ 条 及 び第

１ １条 の 規 定 に かか わ らず こ の 法 人 の役 員 とな る 。  

３  附 則 第 １ 項 の役 員 は、 寄 附 行 為 の認 可 後役 員 が 選 任 され た なら ば そ の 役 を退

か ねば な ら な い 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 大臣 認 可 の 日 （昭 和 ５２ 年 ８ 月 ２ ６日 ） から 施 行 す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 大臣 認 可 の 日 （昭 和 ５４ 年 ９ 月 ２ ０日 ） から 施 行 す る 。  
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附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 大臣 認 可 の 日 （昭 和 ５９ 年 １ ２ 月 ２２ 日 ）か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 大臣 認 可 の 日 （昭 和 ６０ 年 １ １ 月 ２７ 日 ）か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 大臣 認 可 の 日 （昭 和 ６１ 年 １ ２ 月 ２３ 日 ）か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 大臣 認 可 の 日 （平 成 元年 ３ 月 １ ７ 日） か ら施 行 す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 大臣 認 可 の 日 （平 成 元年 ６ 月 １ ２ 日） か ら施 行 す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 大臣 認 可 の 日 （平 成 ２年 １ ２ 月 ２ １日 ） から 施 行 す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 大臣 認 可 の 日 （平 成 ６年 １ ２ 月 ２ １日 ） から 施 行 す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 大臣 認 可 の 日 （平 成 ７年 ３ 月 １ ６ 日） か ら施 行 す る 。  

附  則  

（ 施行 期 日 ）  

１  平 成 ７ 年 ９ 月１ 日 文部 大 臣 認 可 の寄 附 行為 は 、 平 成 ８年 ４ 月１ 日 か ら 施 行す

る 。  

（ 愛知 淑 徳 短 期 大学 の 家政 学 科 、国 文 学 科 及 び英 文 学 科 の 存続 に 関す る 経 過 措 置） 

２  愛 知 淑 徳 短 期大 学 の家 政 学 科 、 国文 学 科及 び 英 文 学 科は 、 改正 後 の 寄 附 行為

の 第４ 条 第 ２ 号 の規 定 にか か わ ら ず 、平 成 ８年 ３ 月 ３ １ 日に 当 該学 科 に 在 学 す

る もの が 当 該 学 科に 在 学し な く な る まで の 間、 存 続 す る もの と する 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 大臣 認 可 の 日 （平 成 １０ 年 １ ０ 月 ２７ 日 ）か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 大臣 認 可 の 日 （平 成 １０ 年 １ ２ 月 ２２ 日 ）か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 大臣 認 可 の 日 （平 成 １１ 年 １ ２ 月 ２２ 日 ）か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 科学 大 臣 認 可 の日 （ 平成 １ ４ 年 ４ 月１ 日 ）か ら 施 行 す る。  



第１編 法人 (学校法人愛知淑徳学園寄附行為) 

 

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 科 学大 臣 認 可 の 日（ 平 成 １４ 年 ７ 月 ３ ０日 ）か ら施 行 す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 科学 大 臣 か ら 設置 届 出書 に つ い て の受 理 通知 書 の 出 さ れ た

日 （平 成 １ ５ 年 ６月 ２ ６日 ） か ら 施 行す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 科学 大 臣 認 可 の日 （ 平成 １ ５ 年 １ １月 ２ ７日 ） か ら 施 行 す

る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 科学 大 臣 へ 届 け出 た 日（ 平 成 １ ６ 年６ 月 ２５ 日 ） か ら 施 行

す る。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 科 学大 臣 認 可 の 日（ 平 成 １７ 年 ２ 月 ２ ５日 ）か ら施 行 す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 科 学大 臣 認 可 の 日（ 平 成 １７ 年 １ ２ 月 ５日 ）か ら施 行 す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 科学 大 臣 認 可 の日 （ 平成 １ ８ 年 １ １月 ３ ０日 ） か ら 施 行 す

る 。  

附  則  

（ 施行 期 日 ）  

１  こ の 寄 附 行 為は 、 グロ ー バ ル カ ルチ ャ ー・ コ ミ ュ ニ ケー シ ョン 研 究 科 の 設置

を 文部 科 学 大 臣 に届 け 出た 日 （ 平 成 １９ 年 ４月 １ ９ 日 ） から 施 行す る 。  

２  コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン研 究 科 は 平 成２ ０ 年３ 月 ３ １ 日 現在 に 在籍 す る 学 生 が修

了 した と き に 廃 止し 、 これ に 伴 う 寄 附行 為 変更 を す る も のと す る。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、平 成 １９ 年 １ １ 月 １０ 日 から 施 行 す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、平 成 ２１ 年 ４ 月 １ 日に 施 行す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 科学 大 臣 認 可 の日 （ 平成 ２ １ 年 １ ０月 ３ ０日 ） か ら 施 行 す

る 。  

  



第１編 法人 (学校法人愛知淑徳学園寄附行為) 

 

附  則  

（ 施行 期 日 ）  

１  こ の 寄 附 行 為は 、 平成 ２ ２ 年 ４ 月１ 日 に施 行 す る 。  

（ コミ ュ ニ ケ ー ショ ン 学部 コ ミ ュ ニ ケー シ ョン 心 理 学 科 の存 続 に関 す る 経 過 措置 ） 

２  愛 知 淑 徳 大 学の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 学 部コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン心 理 学 科 は 、改

正 後の 寄 附 行 為 の第 ４ 条第 １ 号 の 規 定に か かわ ら ず 、 平 成２ ２ 年３ 月 ３ １ 日 に

当 該学 科 に 在 学 する も のが 当 該 学 科 に在 学 しな く な る ま での 間 、存 続 す る も の

と する 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、平 成 ２４ 年 ４ 月 １ 日か ら 施行 す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 科学 大 臣 に 届 出書 が 受理 さ れ た 日 （平 成 ２４ 年 １ １ 月 ２ ４

日 ）か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、平 成 ２６ 年 ６ 月 １ 日か ら 施行 す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、平 成 ２７ 年 ４ 月 １ 日か ら 施行 す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 科 学大 臣 認 可 の 日（ 平 成 ２７ 年 ８ 月 １ ７日 ）か ら施 行 す る 。  

附  則  

（ 施行 期 日 ）  

１  こ の 寄 附 行 為は 、 平成 ２ ８ 年 ４ 月１ 日 から 施 行 す る 。  

（ メデ ィ ア プ ロ デュ ー ス学 部 メ デ ィ アプ ロ デュ ー ス 学 科 の存 続 に関 す る 経 過 措置 ） 

２  愛 知 淑 徳 大 学の メ ディ ア プ ロ デ ュー ス 学部 メ デ ィ ア プロ デ ュー ス 学 科 は 、改

正 後の 寄 附 行 為 の第 ４ 条第 １ 号 の 規 定に か かわ ら ず 、 平 成２ ８ 年３ 月 ３ １ 日 に

当 該学 科 に 在 学 する も のが 当 該 学 科 に在 学 しな く な る ま での 間 、存 続 す る も の

と する 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、平 成 ２８ 年 ６ 月 １ 日か ら 施行 す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 科 学大 臣 認 可 の 日（ 平 成 ２８ 年 ８ 月 ３ １日 ）か ら施 行 す る 。  

  



第１編 法人 (学校法人愛知淑徳学園寄附行為) 

 

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、平 成 ２９ 年 ６ 月 １ 日か ら 施行 す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、平 成 ２９ 年 １ ２ 月 １日 か ら施 行 す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、平 成 ３０ 年 ４ 月 １ 日か ら 施行 す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 科 学大 臣 認 可 の 日（ 平 成 ３０ 年 ９ 月 １ ３日 ）か ら施 行 す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、平 成 ３０ 年 １ ２ 月 １日 か ら施 行 す る 。  

附  則  

令 和２ 年 ２ 月 ３ 日文 部 科学 大 臣 認 可 のこ の 寄附 行 為 は 、 令和 ２ 年４ 月 １ 日 か ら 施

行 する 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 科学 大 臣 認 可 の日 （ 令和 ４ 年 ２ 月 ２８ 日 ）か ら 施 行 す る。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、文 部 科学 大 臣 認 可 の日 （ 令和 ５ 年 ９ 月 ４日 ） から 施 行 す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、令 和 ５年 ９ 月 ４ 日 から 施 行す る 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、令 和 ６年 ４ 月 １ 日 から 施 行す る 。  

附  則  

（ 施行 期 日 ）  

１  令 和 ６ 年 １ １月 １ ８日 文 部 科 学 大臣 認 可の こ の 寄 附 行為 は 、令 和 ７ 年 ４ 月１

日 から 施 行 す る 。た だ し、 附 則 第 ２ 項は 令 和７ 年 ３ 月 ３ １日 か ら、 会 計 監 査 人

及 び常 勤 監 事 に 関す る 規定 は 、 令 和 ７年 度 の定 時 評 議 員 会の 終 結の 時 か ら 施 行

す る。  

（ 経過 措 置 ）  

２  令 和 ７ 年 ３ 月３ １ 日に 在 任 す る 役員 又 は評 議 員 で あ って 、 令和 ７ 年 度 の 定時

評 議員 会 の 日 よ りも 前 に任 期 が 満 了 する も のの 任 期 に つ いて は 、そ の 終 期 を 令

和 ７年 度 の 定 時 評議 員 会の 終 結 の 時 まで 伸 長す る 。  

３  こ の 寄 附 行 為の 施 行の 際 、 現 に 在任 す る役 員 又 は 評 議員 で あっ て 、 令 和 ７年



第１編 法人 (学校法人愛知淑徳学園寄附行為) 

 

度 の定 時 評 議 員 会の 終 結の 時 以 後 に 任期 が 満了 す る も の の任 期 につ い て は 、 令

和 ７年 度 の 定 時 評議 員 会の 終 結 の 時 まで 短 縮す る 。  

４  こ の 寄 附 行 為の 施 行の 際 、 現 に 在任 す る役 員 及 び 評 議員 の 定数 、 資 格 及 び構

成 につ い て は 、 令和 ７ 年度 の 定 時 評 議員 会 の終 結 の 時 ま では 、 なお 従 前 の 例 に

よ る。 こ の 場 合 にお い て、 評 議 員 の うち か ら、 こ の 寄 附 行為 の 定め る と こ ろ に

よ り選 任 さ れ た 理事 に つい て は 、 当 該終 結 の時 に 、 こ の 法人 と 協議 の 上 、 理 事

又 は評 議 員 の い ずれ か を辞 任 し な け れば な らな い 。  

附  則  

こ の寄 附 行 為 は 、令 和 ７年 ４ 月 １ 日 から 施 行す る 。  

 


